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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 15,065 2.9 1,638 10.4 1,692 6.6 1,085 9.3
25年3月期第2四半期 14,638 3.7 1,484 △9.7 1,586 △6.8 993 7.7

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 1,022百万円 （8.2％） 25年3月期第2四半期 945百万円 （4.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 59.68 59.01
25年3月期第2四半期 54.66 54.13

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 35,163 24,359 68.8 1,330.08
25年3月期 35,138 23,679 67.0 1,294.26
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  24,197百万円 25年3月期  23,526百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 15.00 ― 20.00 35.00
26年3月期 ― 15.00
26年3月期（予想） ― 15.00 30.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,760 3.9 2,690 5.6 2,700 △4.0 1,720 △29.9 94.54



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業
績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 21,770,719 株 25年3月期 21,770,719 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 3,577,829 株 25年3月期 3,592,829 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 18,186,613 株 25年3月期2Q 18,172,758 株
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（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権が打ち出した経済政策及び金融緩和政策による効果も

あり、円安株高が進行して輸出環境や企業収益の改善が見られるなど、景気が緩やかに回復しております。しかし

ながら、円安の影響による輸入価格上昇、雇用や賃金の改善の遅れ、来春の消費税増税に対する影響懸念、環太平

洋経済連携協定(TPP)の交渉の行方などから、依然として先行きの見通しは不透明な状況が続いております。ま

た、世界経済は、新興国経済の減速、米国の財政問題など大きな下振れリスクをかかえております。 

臨床検査薬業界におきましては、国の医療費抑制策が続いており、各企業はより一層の経営の効率化と合理化及

び積極的な海外展開が求められる状況となっております。 

このような経営環境の下、当社グループは新経営構想“EIKEN ROAD MAP 2009”の方針に基づいて、国内市場で

の主力製品のさらなるシェア拡大及び新製品の開発・発売に努めるとともに、海外での便潜血検査用試薬の市場展

開の加速、遺伝子検査（LAMP法）製品・ライセンスのグローバル展開、中国での生産・販売体制の強化など、グル

ープ全体でのグローバル化を推進してまいりました。 

これらの結果といたしまして、当第２四半期連結累計期間における売上高は150億65百万円（前年同期比2.9％

増）となりました。 

製品の種類別区分ごとの売上高では、微生物検査用試薬は、薬剤感受性検査用試薬の「ドライプレート‘栄

研’」の売上が伸長し、また、昨年11月に発売した迅速検査試薬「イムノキャッチ－ノロ」の売上が加わり、23億

75百万円（同2.4％増）となりました。一般検査用試薬は、全自動尿分析装置用の専用試験紙「ウロペーパー

αⅢ‘栄研’」の売上が伸長し、10億51百万円（同2.9％増）となりました。免疫血清学的検査用試薬では、本年

２月からヘリコバクター・ピロリ感染胃炎の除菌治療の保険適用が拡大されたことにより、血中のヘリコバクタ

ー・ピロリ抗体を測定する「Ｅプレート‘栄研’Ｈ.ピロリ抗体Ⅱ」及びヘリコバクター・ピロリ検査と組み合わ

せて胃の健康状態を調べる（ＡＢＣ分類）検査に使用する「LZテスト‘栄研’ペプシノゲン」の売上が増加いたし

ました。また、国内での便潜血検査用試薬及び東ソー株式会社から導入・販売している「AIA関連試薬、HbA1c試

薬」の売上が堅調に推移し、85億86百万円（同4.1％増）となりました。生化学的検査用試薬は価格競争等により

売上が伸びず、３億57百万円（同3.0％減）となりました。器具・食品環境関連培地も価格競争等により売上が伸

びず、11億92百万円（同0.9％減）となりました。その他（医療機器・遺伝子関連等）は、医療機器の売上が伸び

なかったものの、遺伝子検査（LAMP法）の「LoopampマイコプラズマＰ検出試薬キット」、「Loopamp結核菌群検出

試薬キット」の売上及び特許料収入が伸長し、15億１百万円（同1.9％増）となりました。 

海外向け売上高については、欧州において便潜血検査の新規採用があったものの、第１四半期に北米向けの便潜

血検査用試薬の売上が代理店の在庫調整の影響により減少したこと等により、８億50百万円（同7.5％減）となり

ました。 

利益面では、自社製品の製造原価率の低減及び販売費・一般管理費の効率的使用に努めた結果、営業利益は16億

38百万円（同10.4％増）、経常利益は16億92百万円（同6.6％増）、四半期純利益は10億85百万円（同9.3％増）と

なりました。 

   

   

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は以下のとおりであります。 

前連結会計年度末に比べ総資産は25百万円の増加、負債は６億55百万円の減少、純資産は６億80百万円増加いた

しました。 

自己資本比率は前連結会計年度末の67.0％から68.8％となりました。 

増減の主なものとして、資産の部では、現金及び預金が３億43百万円の増加、受取手形及び売掛金が２億２百万

円の増加、商品及び製品等の減少によりたな卸資産が４億９百万円減少しております。負債の部では、仕入の減少

により電子記録債務が１億５百万円減少しております。また、法人税等の納付により未払法人税等が２億８百万円

減少し、長期借入金の返済により１年内返済予定の長期借入金が16百万円、長期借入金が２億20百万円それぞれ減

少しております。純資産の部では、配当金の支払があったものの、四半期純利益の計上により利益剰余金が７億19

百万円増加いたしました。  

   

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年３月期の連結業績予想につきましては、平成25年４月25日公表の業績予想から変更はありません。   

   

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。   

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,568 9,912

受取手形及び売掛金 9,208 9,410

商品及び製品 3,703 3,217

仕掛品 846 855

原材料及び貯蔵品 630 696

その他 1,336 1,320

流動資産合計 25,293 25,413

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 14,009 14,101

減価償却累計額 △9,592 △9,795

建物及び構築物（純額） 4,416 4,305

機械装置及び運搬具 4,789 4,812

減価償却累計額 △3,889 △3,973

機械装置及び運搬具（純額） 899 838

工具、器具及び備品 2,883 2,976

減価償却累計額 △2,657 △2,678

工具、器具及び備品（純額） 226 297

土地 1,006 1,006

その他（純額） 364 340

有形固定資産合計 6,913 6,789

無形固定資産 429 474

投資その他の資産   

その他 2,508 2,491

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 2,501 2,484

固定資産合計 9,845 9,749

資産合計 35,138 35,163
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,766 3,777

電子記録債務 2,222 2,116

1年内返済予定の長期借入金 472 456

未払法人税等 844 635

賞与引当金 655 676

返品調整引当金 4 5

資産除去債務 2 1

その他 1,832 1,727

流動負債合計 9,799 9,396

固定負債   

長期借入金 270 50

環境対策引当金 5 5

資産除去債務 29 30

その他 1,355 1,321

固定負債合計 1,659 1,407

負債合計 11,459 10,803

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,897 6,897

資本剰余金 7,892 7,892

利益剰余金 11,832 12,551

自己株式 △3,413 △3,399

株主資本合計 23,209 23,942

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 280 171

為替換算調整勘定 37 83

その他の包括利益累計額合計 317 255

新株予約権 152 161

純資産合計 23,679 24,359

負債純資産合計 35,138 35,163
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 14,638 15,065

売上原価 8,675 8,854

売上総利益 5,963 6,211

販売費及び一般管理費 4,478 4,573

営業利益 1,484 1,638

営業外収益   

受取利息 4 1

受取配当金 2 7

為替差益 － 9

補助金収入 35 14

その他 95 35

営業外収益合計 137 68

営業外費用   

支払利息 10 7

為替差損 15 －

減価償却費 7 5

その他 1 1

営業外費用合計 35 14

経常利益 1,586 1,692

特別利益   

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失   

固定資産除売却損 11 2

退職特別加算金 16 －

特別損失合計 28 2

税金等調整前四半期純利益 1,558 1,689

法人税等 565 604

少数株主損益調整前四半期純利益 993 1,085

少数株主利益 － －

四半期純利益 993 1,085
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 993 1,085

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △10 △108

為替換算調整勘定 △37 45

その他の包括利益合計 △47 △62

四半期包括利益 945 1,022

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 945 1,022

少数株主に係る四半期包括利益 － －

- 7 -



該当事項はありません。   

   

   

該当事項はありません。   

   

   

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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